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各部の名称

設置時のお願い

チャンネルベース基礎枠と基礎の間に隙間を生じている場合は、アンカーボルト部のチャンネルベースと基礎

の間に付属のスペーサを挿入しレベル調整を行ってください。　
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１．キャビネットの外形寸法と設置用孔位置

４

２．付属品一覧
①扉鍵×１　　　　　　　　　　　　　④端子カバー×６
②開閉器操作ハンドル(着脱式)×１　　⑤グリス×１
③圧縮端子×６　　　　　　　　　　　⑥スペーサ(ライナ)×５

（注）設置用のアンカーボルトは設置面より３０±３ｍｍの高さにセットしてください。

①付属の開閉器操作ハンドルをハンドル操作孔に挿入し操作してください。

②ハンドルを右に回転させると「入」、左に回転させると「切」になります。

③開閉状態は、開閉表示指針で確認してください。

④開閉器がトリップしたときは、ハンドルを左に回転させてリセットしてください。

　リセットしないと再投入できません。

３．開閉器のハンドル操作



高圧回路接続について
の動画はこちらから





７

作　業　行　程 説　　　　　明　　　　　図

⑤絶縁テープ処理

・端子固定管を下部に下げ、圧縮端子に

　２０ｍｍ以上重ねて、すでに絶縁テープ

　の巻いてある部分に重なる位置まで絶

　縁テープを1/2重ねて１往復巻きます。

　この時、端子固定管の移動の支障とな

　らないように注意してください。

⑧端子カバー取付け

・端子カバーを主回路端子の外周横溝

　(１０ｍｍ)が隠れる位置まで挿入します。

・挿入後、端子カバーのケーブル側を右

　図のように絶縁テープにて1/2重ねで

　１往復します。

⑥主回路端子の接続

・圧縮端子を主回路端子に挿入します。

⑦圧縮端子の固定

・端子固定管を主回路端子に十分ねじ込

　みます。

・工具は使用せずに締付けてください。

絶縁テープ

端子固定管

絶縁テープ

圧縮端子

ゴムストレスコーン

２
０

圧縮端子

端子固定管

端子カバー

開閉器

端子固定管
端子固定管を
十分にねじ込む

端子カバー

帯溝が隠れるまで
挿入

絶縁テープにて固定する

３
０

３
０
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６．接　地
①キャビネット、開閉器、制御装置は、機能上、保安上、電気機器の保護のうえから必ず接地をしてください。

　なお、開閉器、制御装置は既にキャビネットの接地端子と接続されていますので、キャビネットのみＡ種接地を

　してください。

②キャビネットの接地端子は、キャビネット内面下部にあります。

８．絶縁抵抗測定および耐電圧試験

７．整定値の設定
①動作電流整定値の設定

　上位遮断装置の整定値を超えない値に設定してください。

　　　ＳＯＧ制御装置の整定値 ＜ 上位遮断装置の整定値

②動作時間整定値の設定

　上位遮断装置の整定値を超えない値で、０.２秒以上の間隔をとって設定してください。

　　　ＳＯＧ制御装置の整定値 ≦ 上位遮断装置の整定値－０.２秒

　瞬時地絡事故による不必要動作を少なくするため、できる限り大きめに設定されるよう推奨します。

①制御端子（Ｐ１、Ｐ２を除く）とアース間に電圧を印加する場合は、制御装置パネル面試験端子ＯＣ２－Ｅ間の

　短絡金具および制御装置のメタルコネクタを必ず外してから行ってください。

　なお、試験終了後は前記短絡金具および制御装置のメタルコネクタは必ず取付けてください。

②開閉器を設置した後、お客様の高圧ケーブルの耐電圧試験を兼ねて実施される場合には、特に次の手順に従って

　行ってください。

　　a)開閉器を「切」にしてください。

　　b)開閉器の外箱が確実に接地されているか確認してください。

・ＶＴ内蔵形のため、印加箇所は主回路端子一括と外箱間のみとし、異相間には印加しないでください。

　（ＶＴが破損します。）

・一相毎の交流耐電圧試験は、開閉器内部のＶＴを焼損するおそれがありますので、絶対に行わないでください。

　（対地充電電流がＶＴに流れ過励磁となるため）

(注)各端子間の測定および印加は行わないでください。

　　ＳＯＧ制御装置内部には雷害対策のため、ＳＡ（避雷器）を取付けています。

　　もし、各端子間の測定および印加をされますとＳＡ（避雷器）や電子部品が壊れる場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１　ＳＡ(避雷器)の設置
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９．動作の確認
9.1 手動操作の確認

　　①開閉器の操作は、付属の開閉器操作ハンドルで行ってください。

　　　操作する際は、操作する側を途中で止めることなく一気に操作してください。

　　②「入」・「切」の確認は、指針の「入」・「切」表示で確認してください。

　　③開閉器がトリップ状態の場合は、ハンドルを「切」方向に操作し、リセットを行ってから操作をしてくださ

　　　い。

9.2 ＧＲ（地絡）動作の確認

　　①負荷側（高圧）回路の安全を確認し、本開閉器を投入してください。

　　②制御装置の電源表示灯が点灯していることを確認してください。

　　③試験用スイッチをＧＲ側に操作してください。（２秒以上）

　　④開閉器がトリップします。〔開閉器をトリップさせないで確認する場合は、試験トリップのスイッチを「無」

　　　側に操作して試験を行ってください。〕

　　⑤ＧＲ動作表示器が表示します。

　　⑥「ＧＲ動作表示器」を「復帰」してください。

　　⑦開閉器のハンドルを「リセット」（開閉器操作ハンドルを「切」側に操作）してください。

　　　リセットしないと再投入できません。

　　(注)電源印加と同時に自己診断機能を起動させるため、Ｉｏ、Ｖｏ、ロック電流検出表示灯が瞬時点灯します。

9.3 地絡動作電流、地絡動作電圧入力による確認

　　電流、電圧入力による動作試験は、9.10項「保護継電器用試験器によるテストの一例」をご参照ください。

　　なお、動作試験時、次の影響にご注意ください。

　※配電線残留電圧の影響について

　　単相回路の接続や高圧自動電圧昇圧器（ＳＶＲ）の設置によって、配電線の対地静電容量や対地電圧が不平衡

　　であれば地絡事故がなくても零相電圧として常時発生します。これを「残留電圧」と呼びます。この状態で試

　　験電圧を加えると、残留電圧と試験電圧のベクトル和が制御装置に印加されますので、残留電圧が大きいと正

　　常値で動作しない時があります。この時は開閉器を開放して、残留電圧の影響をなくし、試験を実施してくだ

　　さい。

　※負荷設備による動作時間への影響について

　　試験器の電源を開閉器負荷側から供給して地絡動作時間を測定すると、動作時間が長くなり管理値から外れる

　　ことがあります。この場合、負荷設備からの残留電圧が原因と考えられますので、試験器以外の全ての負荷を

　　電源から切離して、再度測定してください。

9.4 ＳＯ（過電流）動作の確認

　　①試験用スイッチをＳＯ側に操作してください。（２秒以上）

　　②開閉器がトリップします。〔開閉器をトリップさせないで確認する場合は、試験トリップのスイッチを「無」

　　　側に操作して試験を行ってください。〕

　　　※テスト時、電源表示灯が瞬時消灯しますが異常ではありません。

　　③ＳＯ動作表示器が表示します。

　　④「ＳＯ動作表示器」を「復帰」してください。

　　⑤開閉器のハンドルを「リセット」（開閉器操作ハンドルを「切」側に操作）してください。

　　　リセットしないと再投入できません。

9.5 任意の時刻での自己診断方法

　　①表示復帰ボタン（自己診断復帰と兼用）を押すと、任意の時刻に自己診断ができます。

　　②表示復帰押ボタンを押して復帰後、約５分間で行います。（復帰押ボタン操作から５分間待ってください。）

　　③表示復帰押ボタンを押して復帰後、約１秒で自己診断異常表示灯が点灯するとトリップ回路の断線、約２分

　　　で自己診断異常表示灯が点灯すると地絡検出回路の異常、約３～５分で自己診断異常表示灯が点灯すると

　　　ＳＯ検出回路の異常です。

　　④異常部の判定については11.3項「制御装置部」をご参照ください。

事前に9.8項をご確認ください

事前に9.8項をご確認ください

事前に9.8項をご確認ください

事前に9.8項をご確認ください
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9.6 異常回路判別表示機能

　　制御装置は地絡検出回路、過電流検出回路、トリップ回路を定期的に自動で自己診断しています。

　　万一、自己診断時に異常を検出した場合、異常回路が判別できるよう表１のとおり表示灯にて表示します。

　　　表１

9.7 制御装置パネル面について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２　制御装置パネル面

9.8 制御装置パネル部の切替スイッチの機能

　　①「試験トリップ」（有・無）切替スイッチ

　　　制御装置の動作試験時に、開閉器をトリップさせて試験を行うかトリップさせずに試験を行うかを切替

　　　えるスイッチです。通常運転時は必ず「有」側にしてください。

　　　　表２

　　　　　　　（注）１.試験トリップ（有・無）切替スイッチは、試験終了後は必ず「有」側へ切替えてください。

　　②「制御電源」切替スイッチ

　　　制御電圧の電源を切替えるスイッチです。

　　　　表３

　　　　　　　（注）１.制御電源切替スイッチは、｢常時｣側にしないと制御装置のカバーが取付けられない構造になっていま
　　　　　　　　　　 　す。よって、通常運転時での「常時」側への切替え忘れはない構造ですが、試験終了後は必ず「常時」
　　　　　　　　　　 　側に切替えてください。
　　　　　　　　　　２.制御ケーブル側とパネル面の端子は混触しない回路構造です。

　　

試験スイッチ操作時
事故模擬信号入力時

「有」側

トリップする

「無」側

 
トリップしない（注１）

異常内容

地絡検出回路異常

過電流検出回路異常

トリップ回路断線

Ｖo表示灯

点灯

消灯

消灯

Ｉo表示灯

点灯

消灯

消灯

ロック電流検出表示灯

消灯

点灯

消灯

自己診断異常表示灯

点灯

点灯

点灯

　電源表示灯
（通電時点灯）

　Ｉｏ表示灯
（Ｉｏレベル検出時点灯）

　Ｖｏ表示灯
（Ｖｏレベル検出時点灯）

　試験トリップスイッチ　
（9.8項をご参照ください）

　自己診断異常表示灯
（異常時点灯）

　制御電源切替スイッチ　
（9.8項をご参照ください）

　ロック電流検出表示灯　
（ロック電流検出時点灯）

　試験用電源端子
（9.10項をご参照ください）

　

動作電流整定スイッチ　
（７項をご参照ください）

ＧＲ動作表示器　
（ＧＲ事故時橙色表示）

ＳＯ動作表示器　
（ＳＯ事故時橙色表示）

表示復帰ボタン(自己診断復帰と兼用）　
（ＧＲ・ＳＯ動作表示器の復帰｢橙色→黒色｣は、

電源印加時でないと動作しません）

試験用スイッチ　
（ＧＲ・ＳＯ模擬試験用スイッチ）

動作時間整定スイッチ　
（７項をご参照ください）

短絡金具　
（制御装置の耐圧試験時は取外してください）

試験端子　
（9.10項をご参照ください）

方向性ＳＯＧ制御装置（地中線用）

試験
端子

試験トリップ

制御電源切替

有 無

常時 試験

電源

Io

Vo

自己診断異常

動作電流整定値（Ａ）

動作時間整定値（秒）

試験用スイッチ

動作表示

0.2 1.0
0.8

0.6
0.4

製造年月

製造番号

0.6
0.4

0.2

ロック電流検出

復帰ボタン

定格制御電圧　ＡＣ１００／１１０Ｖ
定格周波数　　５０／６０Ｈｚ
ＺＣＴ番号　　　１９８２９
ＺＰＤ番号　　　４４１１５

形名　ＫＬＲ－Ｂ－ＤＴ

NP40350a

２秒以上ＯＮ

ＳＯ試験時、電源ＬＥＤ消灯

表示復帰

自己診断

電源印加時のみ復帰可能

制御電源入力
（Ｐ１・Ｐ２）

警報接点出力

「常時」側

開閉器内蔵のＶＴ二次側より
入力
警報接点引出しケーブル側に
出力（a1・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a2・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a3・ac）

「試験」側

パネル面の試験端子
（Ｐ１・Ｐ２）より入力
パネル面の試験端子に出力
（a1・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a2・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a3・ac）

GR

SO

自己診断
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　　■ＯＣＲの動作特性チェック方法

　　①図４の試験回路はＯＣＲ動作チェック回路です。

　　②図４は制御電源を制御装置パネル面（Ｐ１・Ｐ２）に接続する方法です。

　　　なお、図４の回路で試験する場合は、制御装置パネルの制御電源切替スイッチを「試験」側にしてください。

　　③試験方法は試験器により表５の電流を約１秒間通電（ロック電流値以上の電流が流れるとパネル面のロック

　　　電流検出表示灯が点灯します。）後、１秒以内に試験器の電源を切り、動作表示器の動作で判定をしてくだ

　　　さい。

　　④通電電流および良否の判定は表５のとおりです。

　　⑤試験終了後、制御装置の動作表示は必ずリセットしてください。

　　⑥開閉器をトリップさせた場合は、開閉器操作ハンドルでハンドルを「切」側に操作し、リセットをしてくだ

　　　さい。リセットしないと開閉器は投入できません。

　　　　表５

　　　　　　　（注）１.ＯＣ１、ＯＣ２の通電電流０.６Ａは主回路電流約５００Ａに相当します。
　　　　　　　　　　２.ＯＣ１、ＯＣ２の通電電流は０.７Ａ以下としてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　図４　ＯＣＲ動作特性チェック回路

ＯＣ１、ＯＣ２の通電電流

０.４Ａ

０.６Ａ

判　　定

正　　常

正　　常

動 作 表 示

表 示 せ ず

Ｓ Ｏ 側 表 示

電源側 負荷側

開閉器

試験器

出　力
（電流要素）

補助電源

電　源
（ＡＣ１００／１１０Ｖ）

制御ケーブル

Ｐ１ ＴＬｔｋｔａｃａ１ＯＣ１ＯＣ２ＥＰ２

ＳＯＧ制御装置

10．開閉器および制御装置の動作チェック
開閉器をトリップさせる場合 開閉器をトリップさせない場合

試験トリップスイッチを「無」側に操作

動作表示が出るか

制御装置の異常

試験用スイッチをＧＲ
またはＳＯ側に操作

試験端子に零相電流・
零相電圧の事故模擬信
号を入力する

試験用スイッチをＧＲ
またはＳＯ側に操作

試験端子に零相電流・
零相電圧の事故模擬信
号を入力する

開閉器
トリップするか 動作表示するか

正常
（リセット）

正常
（リセット）

正常
（リセット）

開閉器または
制御装置の異常

ＹＥＳ　　　　　　ＮＯ ＹＥＳ　　　　　　ＮＯ ＹＥＳ　　　　　　ＮＯ

ａ１  ａ２  ａ３   ａｃ

※クリップ色については試験器メーカーの取扱説明書などをご参照ください。
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12．接続図
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0120-25-7867

お断わり：仕様・寸法等予告なく変更することがありますのでご了承ください。

〔受付時間／営業日の8:30～17:00〕


